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 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。
 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１
事業所・団体等又は
関連事業者等の名称 本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

（記載上の注意）

　 １　取組目標は３つ以上のゴールについて目標を設定し、記載してください。
 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。
 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。

運送事業だけでなく、他業種との情報
交換の場を設け市場変化の対応を先駆
けて行えるように情報の共有・交換の
機会には積極的に参加する。

他業種の話を率先して聞いたため、寄
付金を逃すことなく貰えたりと非常に
役立つ情報を早く入手することが出来
た。

今年度も多くの他業種と関わりを持つ
ことが予想されるため、活動に参加し
たりと友好の輪を広げる。

左記継続に加えて、あらゆる分野にお
いて新規の人が取り入りやすいような
事業体制を作り上げる。

24年問題を控えてる為、新たに今年は
新たに人は増えなかったが全国に協力
会社を多く作ることが出来た。

今年度は、来たる来年の24年問題に対
策を高じると共に変化に耐えうるよう
な業務体制の変化を行う。

部品やタイヤの高騰や不足に際して、
予備の確保などをできる限り最善の状
態で運行を行えるように取り組む。

自社倉庫に尿素やタイヤのストックを
多く持つことが出来た為、他社が動か
せない車が出てくる中、自社の車は稼
働することが出来た。

継続実施。

左記継続に加えて、運転手の負荷にな
るような高騰物資の確保に会社として
取り組み市場の状況をなるべく受けな
いような職場体制を維持した。

左記は達成出来たと共に、物価上昇が
予想よりかなり大きかった為、会社食
料品を常備したり物価手当を増やした
りした。

今年度も引き続き物価上昇が予想され
る為、物価手当の増額や支給物を増や
したりをより強化して行う。

成果を可視化及び実感できるような、
改善取り組みを最低でも年間で１つ達
成出来るように行う。

トラック協会と協力し、11月に100人
規模の旗振り活動を行い新聞とテレビ
で報道された。

今年度も成果を可視化できる取り組み
を一つ達成する。

ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書
　私たちは、宣言書に記載した取組目標の達成状況を次のとおり報告し、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり
取り組むことを宣言します。

報告日 2023

年12月31日までの取組目標

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

長期的に業界が抱える問題と向き合い、運輸事業として継続していく為の方法の模索と業界の抱える問題の改善に取り組む。

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

運輸業のイメージの改善と継続的な雇用を目標にする為に働きやすく留まりたいと思えるような職場環境を従業員に提供す
る。

目標に関連する取組内容

ゴール 2022 年12月31日までの取組目標 左記取組目標の達成状況 2023

継続実施。洗車時のタオルに水の使用
を削減出来るよう給水タオルを使用。

水の消費を削減できるよう、ハイ
ウォッシャーを設置したり給水タオル
を配布した。

継続実施。

左記に加え、コロナの影響のため、自
身の健康状態いつでもどこでも把握で
きるように体温計や血圧計などの手軽
に使える機器従業員に配布した。

体調管理を頻繁の行えるように多数の
健康状態測定器具を事務所や休憩室に
購入し設置した。

コロナも依然としてはやり続けている
ため、起因事故起こさぬようにより一
層設備強化や管理体制を徹底する。

安全管理教育の見直しを行い社内安全
講習を実施する。

今年度は故障や貰い事故が多かった
為、起こさないだけでなく巻き込まれ
ないような運転をするように呼びかけ
た。

故障などを含めた事前の安全管理をよ
り徹底し、昨年出来なった完全事故0
を目標にする。
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